
水
が
も
た
ら
す
解
放
感

〜
心
身
障
が
い
児
水
泳
教
室
30
年
〜

三
鷹
市
が
主
催
し
、
西
殿
妙
子
委
員

長
を
中
心
と
す
る
「
三
鷹
特
殊
赤
十
字

奉
仕
団
」
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
に
指
導
を
担
当
し
て
い
る
「
心
身
障

が
い
児
水
泳
教
室
」
が
、
今
年
度
で
30

周
年
を
迎
え
、
３
月
５
日
に
水
上
運
動

会
と
閉
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

力
に
合
わ
せ
て
泳
法
を
選
び
、
距
離
別

の
レ
ー
ス
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
ま
す
。

そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
員
や
介

助
者
が
支
援
し
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
、
拍

手
が
大
き
く
湧
き
上
が
り
ま
す
。

参
加
者
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
レ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
も
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ

れ
て
の
ゴ
ー
ル
後
の
す
が
す
が
し
い
笑

顔
が
、
そ
の
達
成
感
を
表
し
て
い
ま
す

（
写
真
）。

30
年
前
に
団
体
が
発
足
し
た
当
時
は

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
ス
ポ

ー
ツ
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

障
が
い
種
別
の
違
い
を
超
え
て
共
通
に

楽
し
め
る
水
泳
指
導
を
中
心
に
組
織
が

作
ら
れ
た
事
は
大
変
有
意
義
で
し
た
。

障
が
い
者
の
大
会
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
な
ど
の
実
績
も

挙
げ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

主
催
し
た
記
念
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
、

受
講
者
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
加
え
て
、
市
役
所

の
担
当
職
員
も
一
堂
に
会
し
た
、
と
て

も
和
や
か
な
会
話
の
は
ず
む
会
で
し
た
。

水
は
、
受
講
者
で
あ
る
心
身
障
が
い

児
・
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
介
助
者
の
皆
さ
ん

に
伸
び
や
か
な
解
放
感
を
も
た
ら
す
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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この4月から、第二中学校区（第二小学校、井口小学校、第二
中学校）に小・中一貫教育校「にしみたか学園」が開園します。
三鷹市で実施する小・中一貫教育校は、現行の学校制度の
枠組みの中で学校と地域がともに手を携え、義務教育9年間を
通して子どもたちの人間力を育てていこうとするものです。中学校
区を単位として、保護者や地域住民のみなさんが学校運営その
ものに積極的にかかわるコミュニティスクールを基盤として、9年
間の一貫したカリキュラムのもとに小・中学校の教員、児童・生
徒の連携と交流を深める教育活動を行います。
今後、第二中学校区での実践の成果を検証しながら、順次市
内全中学校区で小・中一貫教育校を開設していきます。
e指導室@内線3245

にしみたか学園�が開園します�「にしみたか学園」�4月から第二中学校区に�
市立小・中一貫教育校�

いきいきと子どもが輝く学校教育の実現をめざして�

「にしみたか学園」の基本方針
○既存の小・中学校を存続し、児童・生徒は
現在の小・中学校に在籍しながら、一人ひと
りの個性や能力を伸ばし、人間力をはぐくむ
ことを義務教育９年間の一貫教育により実現
していきます。
○９年間を通した一貫カリキュラム（指導計
画）のもとに、小・中学校間の児童・生徒や
教員の連携・交流を図るとともに、保護者や
地域の方々が学校運営に積極的に参画するコ
ミュニティスクールを取り入れた学校づくり
を進めます。

系統性のある一貫カリキュラムで
授業が一層充実します
9年間の一貫カリキュラムを編成することによ
り、教員はその学年で指導している既習内容を確
認し、次の段階の学習への見通しを確認しつつ進
めることができます。また、教員同士が一貫した
方針を共有でき、学習内容、指導方法、教材・教
具の活用、評価方法などを9年間で計画的・継続的
に実施できます。さらに、連続したカリキュラム
による学習が進められるため、児童・生徒がつま
ずきやすい単元や重点的に指導すべき事項が明ら
かになり、各学年で学習内容を定着させ、小学校
と中学校との無理のない接続が図れます。

特色ある教育活動を展開します
○英語活動
小学校から英語に親しむことで中学校での英語科の学習へ
の導入をスムーズにし、実践的コミュニケーション能力と
国際的な感覚をもつ児童・生徒を育成します。
○IT学習（情報教育）
高度情報社会を生きていくために、コンピューターや情報
ネットワークなどの情報手段を適切に活用できる資質や能
力を育成します。
○地域（三鷹）学習
三鷹の自然や文化、産業、伝統など身近に生きた題材をテ
ーマとして取り上げ、地域や社会に関心を持ち、主体的に
関わる態度などを育成します。
○生き方・進路指導
児童・生徒自ら、現在や将来の生き方を考え、望ましい職
業観や勤労観を育むことができるよう計画的・系統的な指
導を行います。

児童と生徒、小学校と中学校の先生が
相互に連携・交流します
○小学校と小学校、小学校と中学校の児童・生徒が互いの
運動会や学芸会、部活動・委員会活動や自然教室などを通
じて、人間関係が深まるような交流活動の充実を図ります。
○中学校の教科担任が専門性を生かして小学校で指導した
り、小学校の教員が中学校の少人数指導や選択教科の一部
を担当するなど、教員間の交流を推進します。

保護者・地域住民が学校運営に
積極的に参加する
コミュニティスクールを推進します
学校と保護者、地域のつながりをより一層深め、
地域のみなさんが学校運営に積極的に参画すると
ともに、子どもたちの学習活動に教育ボランティ
アや特別講師として参加するなど、地域全体で学
校を支える仕組みをつくります。また、平成19
年度には「地方教育行政の組織及び運営に関する
法律」に定める「学校運営協議会」の制度を導入し、
3校の学校運営協議会の協議機関としての「コミ
ュニティスクール委員会」を設置し、小・中一貫
教育校としての円滑な学園運営を推進します。
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委員の任命�

委員の任命�

意見�

学校の指定�

説明�

意見・支援�

協議�

二中のクラブ活動（陸上部、家庭科部、パソコン部）
に小学生が参加し、交流を図りました。


